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  社 会 教 育 課 長  奈 良   論 
 
  選挙管理委員会事務局長 
               中 島   豊 
  （併）監査委員事務局長 
 

 

 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  杉 本 雅 純 

  書         記  細 川 雄 哉 

  書    記    補  荒 谷 かなえ 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 一般質問             

                              

開 議 午前１０時００分 

〇議長（中井寿夫君） ただいまから平成31年余

市町議会第１回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は18名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、昨日に引き続

き一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 発言順位５番、議席番号７番、近藤議員の発言

を許します。 

〇７番（近藤徹哉君） さきに通告いたしました

１件について質問いたします。 

 英語による弁論大会について。現在グローバル

化になって英語は必須であります。特に来年度は

東京オリンピック、パラリンピック大会で、政府

は約4,000万人の観光客の来日を発表しておりま

す。本町では、小学校高学年、中学校で英語が必

須となり、生徒たちの発表の場の提供と学習した

ことを聞いてもらいたい生徒たちの育成に力を入

れることが重要と考えます。また、日ごろ勉強し

た力を発揮し、自信を持った生徒たちの育成に力

を入れ、わくわくする経験を育み、自信ある行動

力の育成に力を入れることが本町の発展に寄与す

ると考えます。また、英語は習うよりなれろで、

できるだけ英語に接する機会を多くすることが重

要と考えます。以下の点について具体的にお伺い

します。 

 １つ、年１回英語の弁論大会を本町で開催して

はどうか。また、北後志５カ町村の生徒も参加で

きるような大会にしてはどうか伺います。 

 ２つ目、本町には日本でも世界的にも有名なウ

イスキー工場があり、先人、竹鶴氏が勉強してス

コットランドの製法を取り入れました。そのよう

なことからも海外へ若者の派遣を検討はしてはど

うか伺います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ７番、近藤議員の英語に

よる弁論大会についてのご質問に答弁申し上げま

す。 

 後段の部分を私から答弁させていただきます。

質問の２点目の海外へ若者の派遣を検討してはど

うかについてでございますが、近年のグローバル

化により多言語が多く飛び交う中、各国の共通言

語に用いられる英語の習得は、日本国内に来日す

る外国の方々とのコミュニケーションはもとより

働く場やさまざまな場所で必須となりつつありま

す。 

 これまで平成26年度において余市町、余市町教

育委員会、余市町国際交流推進協議会による余市

町中学生姉妹都市派遣事業として、町内の学生６

名を姉妹都市である英国イースト・ダンバートン

シャイア市に派遣した実績がございます。今後に

おきましても余市町の未来を担うグローバルな人

材を育成するための事業について検討するととも

に、国などにおいてもさまざまなプログラムがご

ざいますので、随時情報を提供してまいります。 

 なお、前段の部分につきましては、教育委員会

関係のご質問ですので、教育長より答弁申し上げ

ます。 

〇教育長（佐々木 隆君） ７番、近藤議員の教
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育委員会に関するご質問に答弁申し上げます。 

 １点目の英語の弁論大会の開催についてでござ

いますが、英語教育につきましては2020年度より

小学３、４年生に外国語活動、５、６年生に外国

語が教科化されることになり、本町においても平

成30年度より各学校において教育課程年間指導計

画に盛り込み、授業の補助を行う外国語指導助手

３名を配置し、生きた英語を児童生徒に伝えるこ

とにより、英語になれ親しんでもらえる環境をつ

くっているところでございます。 

 学習した英語を人前で発表し、交流する機会を

設けることは、表現力の向上や本人の自信にもつ

ながるものと思われますが、本町においては町単

独での大会は実施しておりませんので、今後弁論

大会の開催について校長会などと十分協議してま

いりたいと考えております。 

 なお、後志中学校文化連盟が主催する英語暗唱

大会が後志管内を４ブロックに分けた輪番制で毎

年開催されており、本町においても町内の中学校

ごとに代表者を選出し、本大会で優秀な成績をお

さめている状況であります。今後この暗唱大会が

本町で開催される場合には、町内中学校や後志中

学校文化連盟などと連携し、円滑な大会運営に取

り組んでまいります。 

〇７番（近藤徹哉君） まず、町長のほうから答

弁いただきまして、そのことについてちょっと考

え方と質問をしたいと思います。 

 たしか過去に１回か２回ぐらいしかないので

す。私どうしてこういうような質問したかといい

ますと、子供たちとか学生とかのこれからの問題

は英語ができないとほとんどだめになるという

か、先進国の３番目の日本で、英語ができないの

は日本だけなのです。簡単な英語でも。そういう

ことについて学童とか小学校、中学生、小学校は

ちょっと海外は難しいと思うのですけれども、中

学生ぐらいになるとそういう経験をして、派遣を

しないとならない。予算の関係あるのですけれど

も、それは費用対効果の中で、補助事業のことに

ついてどの辺をどうしたらいいかという精査し

て、資金の捻出をしてほしいと思うのです。 

 たまたま余市では、細かく書きませんでしたけ

れども、イギリスに行った竹鶴政孝さんはたしか

大正時代だと思う。スコットランドのグラスゴー

大学にあの当時ですから英語堪能で行ったわけで

はないのです。非常に苦労したみたいです。そし

て、ハイランド地方でウイスキー関係の仕事に携

わって、初めは全然わからなくて、下宿みたいな

ようなことをして、その中でやって、そしてリタ

さんと結婚して、大戦前に来たのですけれども、

非常に苦労したということなのです、外国人とい

うことで。その中で、本もちょっと読んだのです

けれども、どうかというとあのころはほとんど北

海道からイギリスなんかに行った人いないのでは

ないですか。 

 その中で、私は子供たちというか、そういうよ

うな人に体験をしていただいて、そして町長が言

っていましたグローバルな時代なものですから、

今からでも私は遅くないと思う。そして、派遣す

るには誰を派遣するかではなくて、人数５人なら

５人の中で行きたい人と行きたくない人いるはず

なのです。その中には家庭の問題も入ってくるの

です。向こうに行ってホームステイをした場合、

日本から行った人は日本食何かできますかと必ず

言われます。 

 その中で、５カ町村の中で赤井川、毎年オース

トラリアのブリスベンに中学生を派遣しておりま

す。私知ってから十何年です。その人たちが巣立

って、それで東京行ったり、いろいろなところに

行った場合に自分のふるさとを思い出して、何か

あったとき赤井川のために何かできないかと、そ

ういうことを社会人になっても考えているみたい

です、しょっちゅうではないけれども。だから、

私は、まちづくりは人材育成をして、そしてその

人たち感動をもらった場合、海外行って、それを
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自分のふるさとにどうしたらいいか、全員ではな

くてもいいのです。一人でも二人でもそういうよ

うな人材育成をしていってほしいと。それがまち

づくりの一翼を担う人材育成の養成ではないかな

と思うのです。 

 その中で、先ほど町長話ししておりましたよう

に過去にあります。私も行ったことあるのです、

３回ぐらい。その中で体験して、失敗を恐れない

で自分の意見を正しく言えるというような、そう

いうような人材が今、日本では欠落していると私

は思います。自分の考えていることを正しく、間

違ったら済みませんで、それでいいのです。そう

いうような人材育成をひとつお願いしたいと思う

のですけれども、再度町長の考え方、これから子

供たちの育成に海外に行って日本と海外の違い、

そういうことを経験させるのが必要だと思うので

すけれども、再度町長の考えをお聞きしたいと思

います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ７番、近藤議員の再度の

質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 先ほど来述べていますとおり、もちろんグロー

バル化の進展におきまして英語はしゃべれない

と、この先なかなか生きていくのが厳しい時代で

あることは間違いありません。それに加えまして、

日本全体を見据えても、北海道にしても特にそう

ですけれども、インバウンドの需要が高まってお

り、多くの外国人旅行者が北海道が訪ねてきてく

れるようになっているわけでございます。この後

志エリアを見ても、ニセコヒラフを中心に多くの

外国人、イギリス人、オーストラリア人が来てお

りますし、キロロにも多くの外国人が来ていると

いうような状況でございます。このような状況に

おいて、やはり英語というのは今後子供たちが身

につけるべき必須の条件であるというふうには考

えているわけでございます。他方で英語は海外に

行かなければマスターできないかというとそうで

はなくて、日本国内でも十分マスターをすること

ができるわけでございます。だからこそ本町とい

たしましても、教育委員会の所管になりますが、

ＡＬＴなどを配置して、生きた英語を学ぶような

機会を設けているということでございます。 

 質問の趣旨としては、町の予算を使って子供た

ちを外国に送るべきではないかというような趣旨

だったというふうに思いますけれども、町の予算

を使うまでもなく、国などにはさまざまなプログ

ラムがありますので、先ほど来申し上げたとおり、

情報がありましたら随時提供する体制にしていき

たいと思っているわけでございます。 

〇７番（近藤徹哉君） 今町長から話あったので

すけれども、例えば２年以内とか１年以内とかそ

ういう目標を立てて、そして今在学している人た

ちに対する意欲の高揚というか、そういうことが

必要ではないかなと思っているのです。予算とか

いろいろな制度、資金もあるみたいですから、そ

の辺については１年をめどにして、例えば５人な

ら５人を派遣したいと。その場合にはいろいろな

ことが必要です。今町長話したように海外行かな

くても英語はできる。それはもっともなのです。 

 例えば私も初めて三十何年前に行ったときに、

ちょっと余談になりますけれども、ホテル行った

りしてエレベーターに乗ります。日本人は、３人、

４人で行ったのですけれども、人の前で５階なら

５階と黙って押すのです。普通はエレベーターに

入ったら、朝はグッド・モーニングと言わないと

ならないのです。それはマナーなのです。昼はグ

ッド・アフタヌーンでしょう。夜はグッド・イブ

ニングと言って、エレベーターのボタンをエクス

キューズ・ミーと言って、そして押さないとなら

ない。日本人は、黙って手を出して押してしまう

という。それは、英語の時間ではそういうこと言

うかどうか知りませんけれども、私は学生に失敗

を重ねて体験をしてもらうことによって、人材の

育成に深みが出るのではないかなと思うのです。

それは、お金でなかなか買うことできないです。
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体験ですから。 

 そして、ちょっと余談になりますけれども、今

の中学生とかちょっとしたものをつくってと言っ

てつくれる人何人いるか。家庭でほとんどしない

のではないですか。わからないのですけれども、

私。海外に行ったら、日本人ですと日本の料理、

例えばてんぷらとか何かでつくってと必ず言いま

す。私も三十何年前からシドニーに店つくったの

ですけれども、そのときはよく言われました。ホ

ームステイした場合、私も。ですから、そういう

ことを学生とか中学生、学生と同じですけれども、

体験を一日でも早く、極端ですけれども、させる

ことによって、我が町余市に対して考え方、こん

なに派遣しているという感謝の気持ち、それに対

して社会人になった場合に余市の町の発展のため

に何人かは必ず寄与したいと、そういうのが必ず

出るはずなのです。そういう人材の育成に力を入

れてほしいと。行くことによっていろいろなこと

わかってくるのです。赤井川の中学生、全部ホー

ムステイですから。クイーンズランド州のブリス

ベンのほうなのです。そういうことずっとやって

います。番外の人知っていると思うのです。そう

いうのに力入れることによって、その町、村に対

する動向というか、そういうのが芽生えてくると

思うのですけれども、再度町長の、海外にも行っ

ているはずなのですけれども、苦労したこともあ

ると思いますけれども、その点について再度答弁

いただきたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ７番、近藤議員の再度の

質問にお答えしたいと思います。 

 質問の趣旨としては、町の単費を使って子供た

ちを海外に派遣すべきではないかというようなこ

とだったと思いますけれども、現時点で町単費で

特定の学生を海外に派遣することは考えておりま

せん。他方で国などによってさまざまなプログラ

ムがありますので、随時情報を提供していきたい。

他方で現時点では考えておりませんが、予算の都

合、いろいろな補正予算など国からも出てきます

けれども、そういうのを使って派遣を今後検討す

るということは排除するものではないですが、現

時点で計画しているものは今のところはない状況

です。 

〇７番（近藤徹哉君） 今答弁いただいたのです

けれども、予算の関係とかそういうのは全部町で

負担してどうのこうのではないと思う。町民に広

く寄附をいただけませんかと言ったら寄附する人

いると思うのです。ですから、お金が全てではな

いし、補助事業のこともあるのはわかりますけれ

ども、ただ意思としてそういうような制度をする

ことによって、今英語を勉強している生徒児童に

対して近い将来はこういうことがあるのだという

一つの目標の設定をすることによって、英語に対

する造詣が私はもっと深くなると思っているので

す。何でも物を与えることが全てではないと思い

ます。やる意欲をどういう形で育成していくかと

いうのが必要ではないかなと思うのですけれど

も、くどいようですけれども、再度答弁お願いし

ます。 

〇町長（齊藤啓輔君） ７番、近藤議員の再度の

質問にお答えさせていただきます。 

 私は、英語教育を否定するつもりもなくて、も

し体験できるなら海外にどんどん行ってほしいと

いうふうな考えでのもとに再度言いますが、国な

ど、ほかの財団などいろいろな組織が日本国内に

はありますけれども、そういうところがお金を出

して、若い世代の人たち、小学生、中学生、高校

生をどんどん海外に派遣するプログラムがありま

すから、町の予算を使わなくても、もし意欲さえ

あればそういうプログラムにのって今は海外に自

由に行ける時代になっているということが前提に

あります。その上で、冒頭お答えしたようにさま

ざまなプログラムがありますから、町としてもそ

ういう情報を入手した際には小中高生などに情報

提供していくということでございます。 



 

－64－ 

  

〇７番（近藤徹哉君） それでは、教育委員会の

ほうにバトンを移したいと思います。 

 先ほど教育長から話あったのですけれども、し

ばらくやっていないということなのですけれど

も、弁論大会、やはりこれをどうしたらいいかと

いうことなのです。子供たちが、子供と言ったら

失礼ですけれども、小学生高学年、それから中学

生、英語習っていることなのですけれども、それ

に対する発表会と言ったら語弊あるのですけれど

も、子供たちに意欲を持たせるために自分の習っ

た例えば小学校高学年であれば３分間だけ自分の

好きなことを書いたやつを英語で出してください

とか、みんなの前で発表してくださいとかいろい

ろなことできると思うのですけれども、余市の教

育委員会だけですぐできるわけではないのですけ

れども、いつも私言うように１年なら１年以内に

するとか、そういう期限を限定した中で実行に移

していかないと、いろいろな委員会で相談してい

ろいろなことやるといったら、まだ早いとかなん

とかと、余市の町はそういう声が多いのではない

ですか。 

 だから、私は、来年オリンピックですから、そ

うするとインバウンドというか、海外の観光の人

がたくさん来ますし、それに対応するかどうかは

別問題として、外国人来てもすぐ対応と、簡単な

ことでも話しできるようなことが可能かどうか。

余市も結構来ているのです。しゃべれない人が圧

倒的なのです、特に飲食店の場合は。子供いても

嫌だと外国人来たら逃げてしまうというか。それ

どこから起因しているかというと、やはりみんな

の前で発表する機会が日本の場合は非常に欠落し

ていると思うのです。自分の経験したことをみん

なの前で３分なり、５分なり発表する機会がない

ということ。そうするとどうなるかというと、引

っ込み思案というか、それではだめだと思ってい

るのです。 

 それで、教育長、さっき答弁いただきましたけ

れども、いつも私期限限定しますけれども、１年

以内に例えば３人でも５人でもいいのではないで

すか、集まった人だけでも。やはり発表会という

ような、子供たち、学童とかそういう人たちに町

長いつも言っているようにわくわくするというこ

と、何がわくわくか。話しして、しゃべれました

と。そうすると、生徒たちは希望を持つと思う。

それに対してなおさら英語に対する造詣が私は深

まると思うのです。そういうことで、再度教育長、

そういうことを実行していただきたいし、これか

らますます英語は堪能になると思うのです。だか

ら、英語については各学年で、５年生からですか、

今。だんだん数がふえていきます、時間数が。そ

れで、生徒がどのように理解度を深めているのか。

例えば小学校、もしわかればです、中学校でもど

のように生徒たちがなっているのか。英語習って、

すごく勉強になりましたとか、これからもこうい

うふうにやってみたいとか、そういう作文あるか

どうかは知りませんけれども、そういうことで追

跡調査ではないけれども、それをぜひしていただ

きたいし、子供たちがどういうことにネックとい

うか、ついていけないのかどうか、そういうこと

も調査した中で一番いい方法、ザ・ベスト・ウエ

ーというか、一番いい方法は何なのかということ

を試行した中でやっていくべきだと私は思いま

す。 

 それで、再度弁論大会というか、弁論大会と言

ったら語弊あるから、発表会でもいいのです。英

語の発表会を今まで習った中で何でもいいからみ

んなの前でちょっと発表してくださいとかソフト

な言い方でやると子供たちも、そして褒めてやる

ということ。みんなが褒めて手をたたいてあげる

ということについて、また子供とかそういう習っ

ている人は意欲が湧いてくると思うのです。何で

も欠点ばかり言ったらどうもならないですから。

褒めて、そしてそれに誘導していくと言ったら語

弊ありますけれども、そういうことが必要ではな
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いかなと。日本の社会の場合はそういうのが多い

ですから。ぜひそういうことに力を入れていただ

きたいし、またさっき教育長から答弁いただきま

したけれども、もうちょっと力強い、実行するよ

うに努力しますとか、それはすぐ言えないとは思

いますけれども、そういう気概と意気込みと、そ

ういうことに対してちょっと答弁いただきたいと

思います。お願いします。 

〇教育長（佐々木 隆君） ７番、近藤議員から

の弁論大会の町独自の大会の開催というお話でご

ざいます。 

 小中学生、英語の教育、授業、３、４年生につ

いては35こま、５、６年生は35こまふやした70こ

ま、中学生につきましては全ての教科の中で３年

間のこま数というのは英語が一番多いこま数を持

っております。そんな中で、ＡＬＴも３人、小学

生に２人、中学生に１人ＡＬＴを配置しまして、

さらには退職人材で英語の堪能な先生を小学校に

配置をしたり、授業の中で３人でＡＬＴを含めた

英語の授業をやってみたり、そういった中で昔の

ような授業ではなくて、今は例えば英語で会話を

しながら、あるいは少人数、グループで寸劇など

をやって英語で発表し合う、あるいはクラスの中

で英語で意見発表するだとか、そういう授業風景

に今なってきております。 

 そういった中で、ご質問は弁論大会、今、後志

管内で暗唱大会といいますか、決められた英語を

正確に読んで発表するという大会がございます。

これは全道大会もありまして、過去にも余市町か

ら最優秀とって全道大会に行った生徒もおります

し、それとは別に自分でテーマを決めて弁論大会

を行うとなれば、それは大変意義のあることだと

思います。ただ、その大会の持ち方とすれば、や

はり審査員、審査基準、あるいは傍聴する人間が

英語の理解度といいますか、そういったものがな

ければなかなか大会も成り立ってこないのかなと

思ったりもしています。そういったいろいろな課

題も整理をしながら、今後可能かどうかというの

をいろいろ研究もさせていただきたいなというふ

うに考えます。 

〇７番（近藤徹哉君） 今教育長から答弁いただ

いたのですけれども、確かに英語でやったら傍聴

する人はわからないということで、それもわから

ないこともないのです。テープとった中でそれを

後からよろしかったらということで、いろいろな

方法あると思うのです。それを父兄の人が聞きに

来たと。例えば英語の先生たちも地方から来るか

もしれないし、そして余市から例えば出たりなん

かして、賞をとるということではないのですけれ

ども、後志でやったら余市の在学生が何人くらい、

例えば細かいこともしわかれば教えていただきた

いのですけれども、何人くらい行くのかなと思っ

て。こういう制度たくさんありますからといって

も、日本人の場合と言ったら語弊あるけれども、

よほどのことがない限りは参加したりしません。

半強制と言ったら語弊あるけれども、こういうこ

とあるからぜひ出てくださいと。そうしたら、ど

うしたらいいのと、それから会話が始まってきて、

そうしたら行ってみるかなと、こうなる。自分み

ずからこういう制度があるとかなんとかいってそ

の募集に参加するというのは、相当な人でないと

できないと思う、日本の場合は。受ける授業ばか

りやっているから、丸暗記したり。そういうのが

多いのです。自分の意思を伝えて、どうするかと

いうのが全部とは言わないけれども、欠落してい

ると思う。ですから、そういうことから脱皮する

にはどうしたらいいかということになっていく

と、出た人に対して褒めてやって、そしてこの次

もというような感じでしていかないとならないと

思うのです。 

 そこで、今現状として、教育長今すぐ答弁でき

ないかもしれませんけれども、自分の考えとして

先ほど前段に質問いたしましたようにそういうこ

とはぜひやらないとならないという意思があるの
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かどうか。これはなかなか答弁できないと思うの

ですけれども、そういうことをプログラムの中に

入れて、それから来年から実行するとか、そうい

うような気持ちがあれば、そういうことを踏まえ

た中で皆さんにＰＲしていただきたいと思うので

すけれども、そうすると半年、１年あると生徒た

ちも英語に対する勉強も熱が入ってくると思うの

です。発表のところがないと、勉強は丸暗記で、

その時間終わったらそれで忘れてしまうという

か、それが圧倒的ではないかと私は思いますので、

その点について、教育長、力強い答弁をお願いし

ます。 

〇教育長（佐々木 隆君） ７番、近藤議員の再

度の質問でございます。 

 早い時期に弁論大会開催を目指せというご質問

かと思います。英語の重要性というのは、先ほど

齊藤町長のほうからも申し上げたとおり、今後の

日本社会がそういった方向になっていくのは、こ

れは必至だと思っております。 

 ただ、学校でありますから、英語以外にも主要

教科等もございます。そういった学習も大切なこ

とでございます。先ほど申しましたように英語が

一番中学校になりますとこま数が多く持っており

ます。そこは、重点的にＡＬＴも活用しながら学

習に励んでいる、そういった状況でございます。 

 大会を開催するような形となりますと、何でも

否定的な話になってしまいますけれども、今道徳

が入ってきたり、あるいは英語もこま数がふえて

きたり、当然小学校３年生から入ってきています

から、そしてまたプログラミング教育という部分

も2020年から入ってきます。そういった中で、教

員もそういったことでいろいろと研修も重ねてい

かなければならない。生徒に対して向き合うため

にはいろいろな内外での研修もするし、自己研さ

んもしなければならない。そういった中で、かな

り教員も大変な時代になってきております。生活

指導あり、そしてまた不登校対策、あるいは部活

動もあります。そういった部分でその大会を開催

するに当たっては、やはりそういったいろいろな

部分での準備、そういったものも必要になってく

ると思います。そういった部分で可能かどうかと

いう部分も慎重に検討しなければならないなと思

っておりますので、ご理解いただきたいと思いま

す。 

〇議長（中井寿夫君） 近藤議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時３５分 

                              

再開 午前１０時５０分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位６番、議席番号16番、藤野議員の発言

を許します。 

〇16番（藤野博三君） 私は、第１回定例会に当

たり、さきに通告のとおり、下記の１点につきま

して一般質問をいたします。町長におかれまして

は、明快なご答弁よろしくお願いいたします。 

 総合計画の見直しについて。全ての行政には一

つの目的意識、ビジョンとこれを達成するための

計画性が必要です。これは、何をなすべきかと政

策の選択、その優先順位を定め、効率的な運営を

高めるため総花式を排除しようとするものだと思

います。このため一般的な市町村では、基本構想、

基本計画及び実施計画から構成され、議会の議決

権は基本構想だけにとどまっていて、基本計画に

及んでいません。しかし、余市町においては、平

成23年８月に施行された地方自治法による基本構

想策定の義務づけ廃止に伴い、翌月の９月30日に

余市町の総合計画、基本構想及び基本計画を議会

の議決事件として定める条例を可決成立し、即日

施行されました。 

 余市町の第４次総合計画の基本構想、基本計画
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は、平成24年から平成33年までの10年間にわたっ

てまちづくりの理想、ビジョン、政策の大綱を網

羅しただけにとどまっていて、さらにこれを具体

的な政策を明示するため前期、中期、後期に分け、

実施計画を策定し、毎年度の実施状況や予算を勘

案して計画と実施実績の相違をチェックし、食い

違った場合は計画を修正するローリングシステム

が採用されています。基本構想、基本計画の策定

には職員を挙げて時間、エネルギーを消費し、住

民代表による審議会等を設置するなどして慎重を

期し、また首長が交代した場合見直し作業を行っ

ている例が多く見られます。 

 余市町の第４次総合計画は、昨年の第１回定例

会において変更案が承認されました。この変更案

は、前町長のもとで策定、変更されております。

昨年９月に齊藤新町長が就任されたのを機に見直

しをするべきではないかと考えます。町長の考え

をお尋ねいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 16番、藤野議員の総合計

画の見直しについてに関するご質問に答弁申し上

げます。 

 第４次余市町総合計画につきましては、平成

24年度から平成33年度までの10カ年を計画期間と

し、町における総合的かつ計画的な行政運営を図

るための方針を定めた基本構想及び基本計画を策

定するとともに、期間が長期にわたることから計

画期間を前期３年、中期３年、後期４年に区切り

まして、社会情勢等の変化に応じた事業実施計画

を策定しており、この間平成26年度と平成29年度

にそれぞれ中期期間と後期期間について計画変更

の議決をいただき、見直しを行ったところであり

ます。 

 第４次総合計画は、議員各位の貴重なご意見と

ご提言も踏まえて策定した計画でもあることから

計画に定められた事業に取り組む中で、次期計画

である第５次総合計画につきましては、十分に時

間をかけて計画を策定してまいりたいと考えてお

ります。 

〇16番（藤野博三君） 再質問をさせていただき

ます。 

 今町長から答弁があったように、次の総合計画

もいろいろなものを勘案しながら策定をしていき

たいということだと思うのですけれども、33年度

までだから、あと実質31、32、33と今年度を入れ

ても実施計画も３年よりないと。その３年間を今

の総合計画をもとにして、見直しというのは一応

後期４年で、あと３年残っているわけだけれども、

ただ現実問題とすれば前町長が策定したものその

ものが今町長の行政の指導の仕方とは若干異なる

ところがあるのではないのかなとは思うのです、

町長の選挙のスローガンも含めた中で。私は、ま

だ町長の行政執行方針は聞いていませんので、そ

の件についてはきょうはここで述べることはでき

ないのですけれども、その中ですればこの実施計

画においてもあと３年残っている中で、これ審議

するといったら何カ月もかかるから、実質はあと

２年か２年少々だと思うのですけれども、やはり

首長がかわったのであれば総合計画も私は変わっ

ていくべきではないかなと。 

 特に余市町は、自治基本条例を議会でも議決し

たわけなのです。これは、余市の自治基本条例は

最高規範性をうたっていないから、私はこれはす

ばらしいことだと思うのです。ただ、条文の中に

は行政の自治の基本をなすという書き方をしてい

るのです。これと最高規範性というのは違うと思

うのだけれども、だからそういう意味では私はこ

の自治基本条例のつくり方は非常にいいと思って

いる。ただ、基本をなすということは、全てのも

のはこの自治基本条例をもとにしてやるというこ

となのです。そうであれば、もちろん総合計画も

その中に含まれていると思うのです。その中で、

自治の基本というのは、首長がかわったから、ま

たは職員が大幅に入れかわったからといって町が

がらっと変わるというのはどうなのかと。行政の
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継続性というのは大事だと思うのだけれども、た

だ町長がかわればこの総合計画というのはやはり

見直していくことも大事ではないのかなと。町長

の選挙のスローガンを見れば、この総合計画もこ

れもスローガンです、まず挙げているのは。ちょ

っと違うのかなと私は考えていたのです。そうい

う意味で、町長に見直しの必要があるのではない

かなということで今回一般質問させてもらったの

です。 

 だから、そういう中では、昭和47年か何かに自

治法が変わって、基本計画をつくりなさいという

ようなことが自治法に規定されたのです。余市町

でも第４次となっているけれども、５回目なので

す、今の４次の総合計画というのは、総合計画と

名のつくものは。だから、その中で同じようなと

言えば大変失礼な言い方かもしれないけれども、

計画が同じように練られてきたと。ただ、今齊藤

町長がなったのであれば、この総合計画そのもの

も３本立てではなくてもっと簡素なものに、また

はもっとフットワークよく動けるようなものに変

えていく必要があるのではないかと思うのです。

齊藤町長の今の答弁聞けば、あと３年はこのまま

でいきますよとは答弁されたけれども、ただ実質

やっていることがこの最後の残った３年の実施計

画と違うもの出てくると思うのです、恐らく。そ

うなれば総合計画との整合性がとれなくなってし

まう。首長の中にはそれでいいのだと、文言を変

えずに一年一年の施策の中で行政を実行していく

のだというようなそれは考え方もあるかもしれな

い。だけれども、この文章というのは非常に重い

です。そういうことを考えて、齊藤町長に見直し

はどうですかというようなことを話したのです。

今一般質問したのです。だから、多分次答弁して

もこのままいきますというような答弁になるかも

しれないけれども、その辺は私は実際今実施計画

の中にうたわれているものが変わっていくのであ

れば、何らかの見直しというのは必要になってく

るのではないかなと。 

 余市町の条例でも実施計画は一応議会の議決事

項ではないのです。基本構想と基本計画なのです、

条例にうたわれている議会の議決事項というの

は。だからこそほかの首長さんもその辺を簡単に

変更すると言ったら大変申しわけないけれども、

そういうことをほかの市町村の首長さんもやって

きているのかなと。基本計画は、町民のためにな

るのであれば、無視とは言わないけれども、そう

いう形で絵に描いた餅のような形でもいいのだと

思っている首長さんもいると思います、間違いな

く。ただ、やる気のある余市町の町長が新しくな

ったわけだから、その辺については具体的なビジ

ョンというのか、これからの行政のやり方という

ものについてはお示ししていただくのが我々の、

町民の願いではないかなと思うのです。その辺に

ついて再度の答弁お願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 16番、藤野議員の再度の

質問に答弁差し上げたいと思います。 

 先ほど私が申し上げたのは、間もなく第５期の

計画策定が始まりますから、それにも相当な時間

がかかりますので、現時点では特段見直すつもり

はないというような趣旨の答弁であったわけで

す。もちろん総合計画というのは、一旦つくって

しまって、神棚に上げて拝んでおけばいいという

ものではなくて、ご質問でもいただいたとおり、

ローリングシステムが採用されているのもそうい

う趣旨でございまして、実態の変化に応じて必要

がある場合はどんどん変えていくというのが総合

計画の基本的な考え方であることは間違いありま

せん。他方で現在の総合計画を見てみますと、ま

ちづくりの基本構想、基本計画ですけれども、住

みよく安心して暮らせる町をつくる、多様な資源

と人的パワーを生かした元気な町をつくる、町民

と行政が連携して歩む町をつくるというような柱

がありますけれども、この柱自体はいつの時代も

そういう方針に向かってまちづくりが進むという
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ことは変わりませんと思っているところでござい

ます。 

 他方で首長がかわったことで行政を執行するに

当たってのオペレーションに落とし込むといいま

すか、実施するに際しての手法が異なってくると

いうことは、ご指摘のとおりであるというふうに

思っております。他方でこの基本構想自体が全く

もって変わるかというと、私は必ずしもそうでは

なくて、これまで長期的なビジョンを持ってきち

んとした柱を立てているわけで、それを目指すこ

とは首長がかわったとしても同じであるというふ

うに考えているわけであります。この柱を目指す

行政の執行が変わるということでございますの

で、大幅にこの計画からずれるということは想定

されないことでございますので、焼き直しに時間

は相当かかりますから、それよりはむしろ大幅に

ずれがないわけでございますので、第５次にしっ

かりとした計画をつくっていくというような考え

でいるというようなことでございます。 

〇16番（藤野博三君） 町長の答弁は十分わかり

ます。私も今ここで基本計画とか基本構想を今か

らあと３年の中で今町長も言われたように焼き直

しするとなれば、これはそれこそ職員も含めた中

でかなりな時間とエネルギーを使うと思うので

す。ただ、議決事項ではない実施計画については、

これは見直しする。恐らく前町長は前町長の中で

次の行政運営を考えて、この実施計画を議会に提

出したと思うのです。そうなれば、やはり齊藤町

長が選挙のスローガンにいろいろ述べられたとお

り、実施計画の変更はあり得るのではないのかな

と。あと３年あると。その中では、実施計画その

ものを具体的なものとして町民に、私は基本計画、

それから基本構想は前町長策定したものを引き継

いでやりますといっても、多分根本をなすものは

齊藤町長と何も変わらないと思うのです。その中

で実施計画については、見直していくだけのまだ

時間的な余裕があるのではないかと思うのです。

現実に去年の見直しのときも事業としてはなくな

ったものも、また新たに追加された事業も出てき

ています。それを考えれば、特にここに総合計画

と書いてあるので、ちょっと大枠で捉えてしまっ

たので、ただ実施計画については十分変更する余

裕があるのではないかと思うのです。さっき言っ

た自治基本条例できた。そしてまた、余市町まち

・ひと・しごと創生総合戦略、これは実施計画に

ほぼかぶってきている問題です。そうであれば、

総務文教常任委員会にもこの前報告されたのだけ

れども、総合戦略の中のＫＰＩ、これについても

検証結果をある程度発表されていると。そういう

ことを考えれば、この後あと３年ある総合計画の

中でこの実施計画を見直しながら、そこにも、う

ちの会派はいつも必ずＰＤＣＡサイクルのことを

言うのだけれども、齊藤新町長のもとでその辺の

ＰＤＣＡサイクルも十分活用した中で、そして実

施計画には総合戦略と同じようにやっぱりはっき

りした数値目標、大まかな予算ではなくてはっき

りした数値目標を設けた中でこの実施計画も変更

していくというのか、町長の行政運営がはっきり

わかるような方法で、町民のためにはこういう施

策をやりますと、そういうことを私はうたっても

らいたいというか。３年って短いようで長いので

す。長い期間です。数字の３と言えば大したこと

ないですけれども、３年と言えば長いのです。だ

から、その辺をぜひ考えていただきたいと思うの

です。ここでは実施計画に絞って町長に答弁いた

だければと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 16番、藤野議員の再度の

ご質問に答弁させていただきます。 

 実施計画につきましては、年度ごとに個別具体

的な各部門ごとのプランを練って、予算をつけて、

実際達成を目標にやっておるところでございます

けれども、もちろんそれは毎年予算の執行状況、

そして計画の進みぐあいが変わってくるというよ

うなことがあります。ですから、おっしゃったと
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おりＰＤＣＡサイクルなども見ながら、実施でき

るものとできないものが出てくるわけでございま

すが、この点に関してはきちんと予算の執行状況

を見ながら、この中でも必要なものは推進をしま

すし、なかなかうまくいかないものについては随

時見直しを行っていかなければならないというふ

うに考えているところでございます。 

〇16番（藤野博三君） １つは、町長の目指すも

のをこの３年間でも実施計画、この実施計画は一

応は実施計画だけ変更するのであれば議会の議決

事項になっていないはずだから、ただこれに対し

て基本計画とか基本構想をいじるということにな

ると、これは議会の議決が必要なのです。そうい

う意味で、住民のためにすぐ役立つものは、ぜひ

その辺はできるところは見直してやってほしいと

思います。 

 それから、これを策定するとまた３年後の話、

総合計画の策定は３年後なので、その辺について

もできたものをまた議論するとなると、ちょっと

この辺の町長の考え方だけ聞いておきます。この

基本構想の義務づけが平成23年に廃止されたので

す。ただ、1969年から始まった総合計画なのです

けれども、結構多くのまちで３層構造をやめてい

る。ここにあるとおり基本構想、基本計画、実施

計画ではなくて、これをもっと身近なものにして、

そして10年ではなくて、町長任期の４年か５年で、

フットワークよく利用できるようなものにつくり

上げていっているまちもあるのです。だから、将

来のことを聞いて申しわけないのですけれども、

その辺も含めた中で総合計画そのものを、一つの

例で悪いのですけれども、神奈川の藤沢市なんか

は総合計画ってやめてしまっているのです。そし

て、市政運営の総合指針という形で総合計画をつ

くっているのです。そして、１つは、行政として

責任を持ってやること、もう一つは市民、余市で

いえば町民が議論して、町のあり方を決めること

と、この２つの指針で、名前は総合計画ではない

のですけれども、指針という形なのだけれども、

そういう形で総合計画をやっているまちもあるの

です。 

 また、岩手の滝沢市では総合戦略、それと自治

の基本条例をもとにした総合計画、名前は違うの

だけれども、総合計画ということでいえばそうい

う形でやっているまち、これが今非常にふえてき

たのです。恐らくもう４分の１くらいのまちは３

層構造をやめて、同じ総合計画でも２層にしてい

る、また１層にして、あとはフットワークよくで

きるようなものをつくり上げている。策定は自治

法から抜けてしまって、これこそ各市町村が特徴

を持ったそういう総合計画か、総合指針かわから

ないけれども、そういうものをつくっていくべき

ではないかと思うのです。齊藤町長まだ若いから、

これからまだずっと私は余市町のために尽くして

もらいたいと思うのだけれども、その中でちょっ

と先の話になるのだけれども、その辺の考え方も

聞いておきたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 16番、藤野議員の再度の

ご質問に答弁させていただきます。 

 総合計画については、指針にするですとか３層

構造をスリム化するなどはいかがかというような

ご質問でございますけれども、余市町の場合総合

計画、基本構想と基本計画を議会の議決事項とす

るという条例をつくっているというような経緯も

ございますので、どのような形式にするのかは条

例との兼ね合いもあることから今後の議論の対象

になるかと思いますので、全体的な流れを見なが

ら、また議会の皆様とも相談しながらつくってい

きたいというふうに考えているところでございま

す。 

〇議長（中井寿夫君） 藤野議員の発言が終わり

ました。 

 これをもって一般質問を終結いたします。 

                              

〇議長（中井寿夫君） お諮りいたします。 
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 本日の会議は議事の都合により延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。 

 なお、明７日は会議規則第８条の規定に基づき、

午前10時から議会を再開いたします。 

 本日はこれにて延会いたします。 

延 会 午前１１時１５分 
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